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第 1 には，分類目路網を C セルを用いて再帰的かつ経済的に構成する問題を取り上げている。従来
Van Voorhis らによって種々の構成法が考察されてきたが，それらは入力数が特別な場合にのみ有効
なものであった。本文では，一般の入力数の場合にも有効な組織的構成法を得ている。この方法は，
セル数に対する構成法の影響を一層明確にしている点でも実用上有効と見なすことができる。
第 2 に取り上げているのは，セル構造置換回路網の組織的構成子順と故障検査の問題である。従来
Kautz らは，基本セルの規則的配列による構成法をいくつか提案しているが，セルのモード設定が効
率的でなかった。本文では，置換群の諸性質を考察することにより各置換を最小段で実現する機械処
理に適したモード設定法を得ている。さらに，セル構造置換回路網の故障検査を実用上有効なレベル
まで考察している。置換回路網に関して構成から故障検査まで統一的に考察されており，並列処理シ
ステムの構成に際して重要な意義がある。
第 3 には，シフトレジスタ形順序回路の故障検査の問題を取り上げている。従来順序回路の故障検
査法に関して種々の考察がなされてきたが，一般には検査系列が長くなる場合があり，付加凪路を設
けて解決する方法などがとられてきた。本文では，シフトレジスタの終端セルに検査端子を設けるこ
とにより，グラフ理論的手法を用いて最短に近い検査系列を能率よく導出する方法およびこの系列を
逐次的故障検査に効果的に適用する方法を得ている。
以上のように，本論文はセル構造をもっデータ処理機械の構成法と故障検査法に関する基本的また
実際的問題についてかなりの研究成果をあげており，電子工学および情報工学に寄与するところが大
である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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